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参
加
者
か
ら
不
合
理
に
対
す
る
改
善
要
求
が

法
の
原
理
原
則
と
照
ら
し
て
現
状
を
知
る

審
査
、指
導
に
関
す
る
会
員
懇
談
会

審
査
、指
導
に
関
す
る
会
員
懇
談
会

副
会
長

　平
田

　米
里
（
野
々
市
町
・
歯
科
）

七
月
三
十
日
（
土
）、
ホ
テ

ル
金
沢
に
お
い
て
審
査
、
指
導

に
関
す
る
会
員
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
講
師
は
山
本
司
理
事
お

よ
び
工
藤
事
務
局
長
が
担
当

し
、
四
十
五
人
の
会
員
が
参
加

し
た
。

会
の
冒
頭
は
、
日
本
に
お
け

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
医
療
保
険

制
度
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
歯
科
医
師
法
の
第
一
条

「
・
・
・
国
民
の
健
康
の
保
持
・

増
進
を
目
的
と
す
る
」
と
い
う

条
文
や
、
憲
法
二
五
条
さ
ら
に

は
国
際
人
権
規
約
一
二
条
で
謳

わ
れ
て
い
る
も
の
を
医
療
の
面

で
具
現
化
す
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
究

極
「
誰
も
が
必
要
な
と
き
に
必

要
な
分
だ
け
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
工
藤

事
務
局
長
が
高
ら
か
に
言
い
放

つ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

彼
は
続
け
た
。
現
行
の
健
康

保
険
法
で
は
、
保
険
者
は
被
保

険
者
（
皆
保
険
制
度
が
前
提
の

日
本
で
は
国
民
す
べ
て
と
な

る
）
に
対
し
現
物
給
付
を
行
う

と
さ
れ
て
い
る
（
健
康
保
険
法

第
六
三
条
）
が
、
保
険
者
自
身

は
医
療
と
い
う
現
物
を
提
供
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関

と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、

医
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療

機
関
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指

定
を
受
け
た
歯
科
医
師
か
ら
受

け
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る

（
こ
こ
で
国
・
行
政
が
関
与
し

て
く
る
こ
と
に
な
る
）。

さ
て
、
契
約
の
中
身
だ
が
、

保
険
者
は
保
険
医
療
機
関
に
対

し
て
診
療
報
酬
点
数
表
で
定
め

ら
れ
て
い
る
報
酬
を
支
払
う
債

務
が
あ
る
一
方
、
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
約
款
、つ
ま
り「
療

養
担
当
規
則
」
で
示
さ
れ
た
方

針
に
従
う
こ
と
を
要
求
す
る
。

そ
の
結
果
、
保
険
医
療
機
関
は

療
養
の
給
付
を
行
う
に
あ
た
っ

て
は
定
め
ら
れ
た
基
準
を
遵
守

す
べ
き
で
あ
り
、
契
約
内
容
の

周
知
徹
底
の
た
め
に
「
指
導
」

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
同
七
三
条
）
と
定
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
指

導
」
で
あ
る
が
、
不
正
な
ど
が

強
く
疑
わ
れ
最
初
か
ら
何
ら
か

の
処
分
を
前
提
と
し
た「
監
査
」

と
は
異
な
り
、
行
政
指
導
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
故
、「
行

政
手
続
法
」
に
則
っ
て
、
あ
く

ま
で
保
険
医
療
機
関
の
協
力
に

よ
り
行
わ
れ
、
行
政
指
導
に
携

わ
る
者
は
相
手
方
が
従
わ
な

か
っ
た
と
し
て
も
不
利
益
な
取

り
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
行
政
の
絶

大
な
権
力
に
対
し
、
そ
の
強
権

を
行
使
し
過
ぎ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
一
定
の
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
の
理
路
整
然
と
し
た
解
説

は
、
用
意
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
の

ほ
か
、
保
団
連
発
行
の
『
保
険

医
の
た
め
の
審
査
、
指
導
、
監

査
対
策
─
日
常
の
留
意
点
』
も

活
用
し
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
上

記
出
版
物
の
五
十
一
頁
「
指
導

大
綱
に
よ
る
集
団
的
個
別
指
導

と
個
別
指
導
の
チ
ャ
ー
ト
図
」

の
解
説
で
は
、
点
数
が
下
が
る

こ
と
が
改
善
と
さ
れ
る
指
導
の

仕
組
み
は
、
ま
る
で
「
悪
魔
の

サ
イ
ク
ル
」
と
憤
言
し
た
。

ま
た
、
溝
部
裁
判
の
勝
訴
に

よ
り
、
厚
労
省
は
保
険
医
療
機

関
の
指
定
取
消
と
い
う
処
分
を

行
う
に
当
た
り
、「
不
正
請
求
」

を
行
う
に
い
た
っ
た
動
機
な
ど

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

人
口
四
百
八
十
万

人
、
面
積
は
日
本
と

ほ
ぼ
同
じ
。
医
療
、

介
護
、
教
育
は
原
則

無
料
。
国
民
負
担
率

が
七
〇
％
と
高
く
、

男
女
同
権
が
徹
底
し
、
国
会
議

員
の
四
割
が
女
性
。
生
活
経
験

の
あ
る
日
本
人
は
、
ほ
ぼ
例
外

な
く
、
と
て
も
住
み
や
す
い
国

と
評
価
。
北
海
油
田
の
恩
恵
で

国
家
財
政
が
黒
字
の
国
。
そ
れ

が
七
月
二
十
二
日
に
連
続
テ
ロ

事
件
が
発
生
し
、
八
十
人
近
く

の
犠
牲
者
を
出
し
た
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
、
当
事
国
は
も

と
よ
り
、
世
界
中
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。犯
行
の
動
機
は
、

反
イ
ス
ラ
ム
、
反
移
民
主
義
と

聞
く
。
手
厚
い
社
会
保
障
が
等

し
く
万
人
に
行
き
渡
る
政
策

は
、
反
面
「
な
ぜ
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
、
移
民
ま
で
対
象
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
の

反
発
が
、
右
翼
的
な
国
民
層
、

富
裕
層
、
失
業
中
の
若
者
に
ま

で
浸
透
し
た
証
で
も
あ
る
。

こ
の
事
件
を
「
他
山
の
石
」

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
で

は
、
名
目
移
民
を
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
し
て
い
る
が
、
中
国
人
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
な
ど
実
質
多
数
の

人
が
劣
悪
な
環
境
下
で
就
業
し

て
い
る
。
も
し
正
式
な
移
民
と

し
て
受
け
入
れ
た
時
、
同
様
な

排
斥
主
義
が
台
頭
す
る
か
も
し

れ
な
い
。

事
件
後
、
首
都
オ
ス
ロ
で

十
万
人
が
参
加
し
た
追
悼
集
会

で
、
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
首
相

は
、
今
後
も
民
主
主
義
と
寛
容

政
策
を
放
棄
す
る
こ
と
は
な
い

と
誓
っ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
小

国
で
あ
る
が
、
近
代
民
主
主
義

と
人
権
を
語
る
時
、
そ
の
存
在

感
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

れ
た
。
つ
ま
り
、
厚
労

省
の
裁
量
に
も
限
界
が

あ
る
こ
と
を
判
決
で
明

示
し
た
と
い
う
点
で
画

期
的
な
意
味
合
い
を
持

つ
と
高
く
評
価
し
た
。

保
険
外
併
用
療
法
の

項
目
で
は
「
五
一
年
通

知
」（
い
わ
ゆ
る
混
合
診

療
）
の
不
合
理
性
を
論

じ
る
な
ど
内
容
は
多
岐

に
わ
た
っ
た
。

最
後
に
、
療
養
担
当

規
則
そ
の
も
の
に
は
細

か
な
規
定
が
な
い
。
そ

れ
は
診
療
行
為
を
一
定
の
幅
の

あ
る
一
連
の
行
為
の
集
合
体
と

し
て
捉
え
、
歯
科
医
師
の
裁
量

を
も
最
大
限
に
尊
重
し
て
い
る

と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

点
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
締
め
く
く
っ
た
。

続
い
て
、
山
本
司
理
事
が
周

到
に
用
意
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
に

よ
り
、
主
に
指
導
現
場
に
お
け

る
実
際
例
を
述
べ
た
。
集
団
的

個
別
指
導
の
実
施
に
よ
り
経
年

的
に
平
均
点
数
が
減
少
し
て
い

る
現
実
を
グ
ラ
フ
で
示
し
た
あ

と
、
指
導
現
場
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
指
摘
事
項
を
提
示
し
た

が
、
特
に
混
合
診
療
に
関
す
る

事
例
、
最
近
指
導
現
場
で
頻
繁

に
指
摘
さ
れ
る
「
歯
科
訪
問
診

療
」
や
Ｓ
Ｐ
Ｔ
に
関
す
る
具
体

的
な
事
項
に
話
が
及
ぶ
と
、
会

場
で
は
メ
モ
を
取
る
会
員
も
多

く
見
ら
れ
た
。

最
終
盤
の
意
見
交
換
の
場
で

は
、
参
加
者
か
ら
の
フ
ロ
ア
発

言
や
質
問
に
も
印
象
深
い
も
の

が
多
か
っ
た
。
石
川
県
で
は
歯

科
訪
問
診
療
の
算
定
要
件
と
し

て
時
間
要
件
と
医
科
の
同
月
往

診
歴
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
が
、
通
院
困
難
を
歯
科
医

師
で
は
判
断
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
か
？
と
の
質
問
に
は
、
工

藤
事
務
局
長
が
、
療
養
担
当
規

則
の
第
一
二
条
に
「
・
・
・
歯

科
医
師
と
し
て
診
療
の
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
又
は

負
傷
に
対
し
・
・
・
」
と
あ
る

し
、
加
え
て
二
〇
〇
二
年
、

二
〇
〇
三
年
の
事
務
連
絡
に
よ

り
、
そ
の
要
件
は
撤
回
さ
れ
、

通
院
困
難
で
あ
る
か
否
か
の
判

断
は
あ
く
ま
で
個
々
の
症
例
に

応
じ
て
歯
科
医
師
が
判
断
す
る

も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
解

釈
で
あ
る
と
解
説
し
た
。ま
た
、

審
査
の
段
階
で
は
認
め
る
が
指

導
の
場
で
は
否
定
さ
れ
る
と
い

う
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
横

行
は
、
指
導
に
選
定
さ
れ
た
時

の
ス
ト
レ
ス
か
ら
会
員
に
萎
縮

診
療
を
促
し
、
診
療
点
数
の
低

下
へ
と
つ
な
が
る
ば
か
り
か
、

結
果
と
し
て
国
民
へ
の
医
療
提

供
に
差
し
障
り
が
生
じ
る
こ
と

に
な
る
と
危
惧
す
る
な
ど
の
鋭

い
指
摘
も
あ
っ
た
。

は
じ
め
て
の
企
画
に
多
く
の

歯
科
会
員
の
参
加
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
こ
の
問
題
の
関
心
の
高

さ
が
伺
わ
れ
、
わ
れ
わ
れ
と
し

て
も
「
協
会
な
ら
で
は
の
切
り

口
」
で
、
さ
ら
に
継
続
開
催
す

る
意
欲
が
湧
く
結
果
と
な
っ

た
。二

部
の
懇
親
会
で
は
、
こ
の

歯
科
に
お
け
る
理
不
尽
な
現
状

を
ぜ
ひ
と
も
地
元
選
出
国
会
議

員
に
伝
え
て
改
善
に
結
び
つ
け

て
欲
し
い
と
、
複
数
の
会
員
か

ら
何
度
も
強
い
要
望
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
報
告
し
て
終
わ
り

と
し
ま
す
。

45人が参加して開かれた審査・指導に関する会員懇談会
　　　　　　　　　　　　　　　（7月30日・ホテル金沢）

講師は山本司理事（左）と工藤浩司事務局長

保
険
医
年
金

保
険
医
年
金
た
だ
今
、募
集
中
！

※

詳
し
く
は
七
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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その5エッセー
シリーズ

山
本
政
儀
氏
の
講
演
を
聞
い
て

山
本
政
儀
氏
の
講
演
を
聞
い
て

で
き
る
だ
け
被
曝
し
な
い
こ
と

斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

線
量
増
加
で
高
ま
る
リ
ス
ク

七
月
二
十
八
日
、
石
川
県
女

性
セ
ン
タ
ー
で
、
講
師
に
金
沢

大
学
環
日
本
海
環
境
研
究
セ
ン

タ
ー
・
低
レ
ベ
ル
放
射
能
実
験

施
設
の
山
本
政
儀
教
授
を
お
招

き
し
、「
過
去
の
原
子
力
被
災

か
ら
福
島
原
発
事
故
を
考
え
る

〜
土
壌
調
査
か
ら
み
る
放
射
能

汚
染
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。
協
会
役
員
、

会
員
、
一
般
の
方
合
わ
せ
て

四
十
二
人
が
参
加
し
た
。

福
島
原
発
事
故
発
生
後
、
原

発
か
ら
一
キ
ロ
離
れ
た
地
点
の

土
壌
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
た
と
す
る
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
報
道
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

検
出
を
行
っ
た
の
が
山
本
教
授

で
、
微
量
の
放
射
性
核
種
を
検

出
で
き
る
数
少
な
い
研
究
者
で

あ
る
。

ま
ず
、
山
本
教
授
が
研
究
さ

れ
て
い
る
施
設
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
。
一
九
五
二
年
に
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
総
合
研
究
室
が
設
置
さ

れ
、
放
射
線
測
定
が
可
能
と

な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
一
九
五 

四
年
の
ビ
キ
ニ
核
実
験
で
被
災

し
た
第
五
福
竜
丸
に
よ
り
水
揚

げ
さ
れ
た
マ
グ
ロ
が
金
沢
市
の

近
江
町
市
場
に
も
届
い
て
い

た
。
そ
の
マ
グ
ロ
の
鱗
か
ら
放

射
能
を
検
知
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
、
一
九
六
二
年
に
金
沢

大
学
理
学
部
内
に
、
全
国
の
大

学
で
二
番
目
と
な
る
「
放
射
化

学
講
座
」
が
開
設
さ
れ
た
。

一
九
七
六
年
に
は
「
低
レ
ベ
ル

放
射
能
実
験
施
設
」
が
能
美
市

尾
小
屋
に
開
所
さ
れ
、
同
地
の

鉱
山
跡
の
ト
ン
ネ
ル
内
に
極
低

レ
ベ
ル
放
射
能
測
定
装
置
（
現

在
で
は
、
合
計
十
八
台
）
を
配

置
し
、
全
国
で
唯
一
の
環
境
放

射
能
測
定
施
設
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。

な
ぜ
ト
ン
ネ
ル
内
か
と
い
う

と
、
外
の
環
境
中
に
は
自
然
界

の
放
射
線
も
存
在
し
、
さ
ら
に

は
大
気
圏
内
核
実
験
の
影
響
に

よ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
も
存
在
し

て
い
て
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
避

け
る
た
め
な
の
だ
そ
う
だ
。
こ

の
分
野
で
世
界
の
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
を
目
指
し
つ
つ
学
術
貢
献
を

行
い
、
ひ
い
て
は
、
地
域
貢
献
、

社
会
貢
献
を
し
た
い
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
お
ら
れ
た
。以
下
、

山
本
先
生
の
研
究
成
果
に
つ
い

て
記
す
。

ビ
キ
ニ
核
実
験
か
ら
四
十
年

後
の
一
九
九
五
年
に
、
第
五
福

竜
丸
に
残
さ
れ
て
い
た
、
延
縄

の
目
印
に
使
用
し
て
い
た
ボ
ン

テ
ン
チ
ク
（
シ
ュ
ロ
）
表
面
に

付
着
す
る
死
の
灰
（
珊
瑚
の
粉

末
）
を
用
い
て
、237 N

p

（
ネ

プ
ツ
ニ
ウ
ム
）
を
調
べ
、
第
五

福
竜
丸
の
乗
組
員
が
被
曝
し
た

全
放
射
線
量
は
千
七
百
〜
七
千

m
Sv

で
あ
る
と
推
定
で
き
た
。

こ
の
乗
組
員
二
十
三
人
の
う

ち
、
久
保
山
愛
吉
さ
ん
だ
け
が

急
性
放
射
線
障
害
で
死
亡
さ
れ

た
が
、
そ
れ
以
外
の
方
で
急
性

障
害
に
よ
る
死
亡
は
な
く
、
現

在
十
一
人
が
健
在
で
、
そ
の

方
々
の
平
均
年
齢
は
八
十
歳
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
放
射
線
の
影

響
は
一
人
ひ
と
り
の
感
受
性
の

違
い
も
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。ま

た
、
旧
ソ
連
セ
ミ
パ
ラ
チ

ン
ス
ク
で
の
核
実
験
が

一
九
四
九
年
〜
一
九
八
九
年
ま

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
核
実
験

場
の
周
辺
に
は
幾
つ
か
の
集
落

が
点
在
し
、
住
民
へ
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
や
避
難
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
周
辺
住

民
に
は
幅
広
い
年
齢
層
で
数

十
万
人
の
方
々
が
含
ま
れ
、
ソ

連
当
局
に
よ
り
十
分
な
健
康
調

査
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
低
線

量
被
曝
の
健
康
へ
の
リ
ス
ク
が

分
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
山
本

先
生
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者

た
ち
が
調
査
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
に
数
百
地
点
の
土
壌
中
に

残
留
す
る
長
半
減
期
核
種
（
セ

シ
ウ
ム
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
）
を

測
定
し
各
地
域
住
民
の
被
曝
線

量
を
推
定
、
さ
ら
に
各
地
域
住

民
の
健
康
調
査
を
行
い
、
生
存

数
、
死
亡
者
数
、ICD

-10

付

与
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
全
循

環
器
疾
患
、
虚
血
性
心
疾
患
に

よ
る
死
亡
率
が
男
女
と
も
線
量

増
加
に
伴
い
有
意
に
増
加
し
て

い
る
の
を
見
い
出
し
た
。
癌
は

た
く
さ
ん
浴
び
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
発
生
率
が
高
ま
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
が
、
非
が
ん
病
変

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
し
た
事

実
は
、
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
百m

Sv

以
下
で

の
健
康
障
害
に
つ
い
て
は
十
分

な
疫
学
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
て
い
な
い
と
し
、
現
時
点

で
は
「
直
線
・
し
き
い
値
な
し

仮
説
」
が
最
も
合
理
的
な
モ
デ

ル
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
で
き

る
だ
け
被
曝
し
な
い
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
と
結
ば
れ
、
事
実

を
重
ん
じ
る
科
学
者
ら
し
い
態

度
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

☗
1
一
角
成
☖
同
玉
☗
1
三
香

☖
同
飛
☗
2
二
銀
☖
1
二
玉
☗

1
三
銀
成
☖
同
玉
☗
1
二
飛
打

ま
で
9
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
1
一
角
成
で
香
を

取
り
、
3
手
目
☗
1
三
香
が
好

手
、
☖
同
桂
な
ら
☗
1
二
銀
ま

で
。
☖
同
飛
に
☗
2
二
銀
か
ら

☗
1
三
銀
成
と
飛
車
を
取
り
、

☗
1
二
飛
打
で
解
決
し
ま
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
1
の
ワ
リ
コ
ミ
が
好
手
。
白
2
に

黒
3
か
ら
5
で
白
死
で
す
。
黒
1
で
3

は
白
1
で
失
敗
。
黒
1
で
2
も
白
1
で

失
敗
。
白
4
で
5
な
ら
黒
4
で
白
死
で

す
。 囲

解
答

碁
4

5

321

「
数
独
」の
解
答

７
＋
９
で
、答
え
は「
16
」

（
問
題
8
面
）

講師の山本政儀金沢大教授

42人が参加して開かれたシリーズ第2回原発問題講演会
　　　　　　　　　　 （7月28日・石川県女性センター）

in 埼玉

この世界に
核兵器も原発もいらない

第22回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める
医師・医学者のつどい実行委員会／核戦争に反対する医師の会

核戦争に反対し、
核兵器の廃絶を求める
医師・医学者のつどい

2011.11/5   ・6
彩の国から核兵器禁止条約の制定を

第22回

主催

日時

さいたま市民会館うらわ会場

講師 肥田 舜太郎氏 ・ 田中 煕巳氏

土 日

「低線量」放射線内部被曝
による健康障害

東電原発事故が私たちに意識させた

岐阜環境医学研究所所長 医師

石川県保険医協会主催
緊急講演会

講　師

と　き

ところ

対　象

参加費

松井　英介氏
2011年9月23日（金・祝）
午後2時～4時

近江町交流プラザ 4階 集会室
 （金沢市青草町８８）

関心のある方ならどなたでも
（定員90人）

無料（事前申し込み必要）

（講演会シリーズ・第3回）
原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい

電話 ０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６
E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

〈石川県保険医協会〉

石 川 保 険 医 新 聞 2011年9月15日（毎月15日発行）（2）第473号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

（
以
下
Ｃ
Ｌ
）は
気
軽
に

使
え
る
視
力
矯
正
用
具

と
し
て
、
国
民
の
約
九

人
に
一
人
が
利
用
し
て

い
る
。
し
か
し
、
毎
年

行
っ
て
い
る
日
本
眼
科
医
会
に
よ
る
調

査
で
は
、Ｃ
Ｌ
使
用
者
の
五
〜
一
〇
％

に
Ｃ
Ｌ
に
よ
る
眼
障
害
が
発
生
し
て

お
り
、
中
に
は
角
膜
感
染
症
で
失
明

に
至
る
症
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｌ
に
よ
る
眼
障
害
の
原
因
は
、

長
時
間
装
用
、
使
用
期
限
を
超
え
た

装
用
、
レ
ン
ズ
の
消
毒
不
適
や
洗
浄

不
良
と
い
っ
た
Ｃ
Ｌ
の
誤
っ
た
使
用

法
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
Ｃ
Ｌ
に
よ
る
眼
障
害
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
Ｃ
Ｌ
を
購
入
す
る
際
に

眼
科
医
が
目
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
Ｃ
Ｌ
の
正
し
い
取
り
扱
い
方
を

指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
十
四
年
の

薬
事
法
改
正
で
Ｃ
Ｌ
を
高
度
管
理
医

療
機
器
に
指
定
し
た
が
、
Ｃ
Ｌ
販
売

に
関
し
て
は
、
講
習
会
を
受
け
た
管

理
者
が
い
れ
ば
眼
科
医
の
管
理
が
な

く
て
も
誰
で
も
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
っ
た
く
規
制
が
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。

Ｃ
Ｌ
の
購
入
先
を
尋
ね
た
平
成
二

十
二
年
の
調
査
で
は
、
五
四
・
一
％

は
眼
科
施
設
に
隣
接
し
た
販
売
店
で

購
入
し
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｌ
量
販
店
が

二
二
・
五
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
が
七
・
三
％
、眼
鏡
店
が
五
・
六
％
、

通
信
販
売
が
一
・
四
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
通
信
販

売
で
は
、
眼
科
医
が
目
の
状
態
を
診

察
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
Ｃ
Ｌ
の
正

し
い
取
り
扱
い
方
を
指
導
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ｌ
量
販
店

や
眼
鏡
店
に
は
眼
科
専
門
医
が
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
Ｃ
Ｌ
に
関
す
る

指
導
は
で
き
て
も
、
目
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

安
価
で
容
易
に
購
入
で
き
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
眼
科
で
の
検

査
を
受
け
ず
に
Ｃ
Ｌ
を
装
用
す
る
人

は
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と

Ｃ
Ｌ
に
よ
る
眼
障
害
も
今
後
増
加
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
も
日
本
眼
科
医
会
は
、

Ｃ
Ｌ
の
危
険
性
に
つ
い
て
報
道
し
て

き
た
が
、
今
後
は
Ｃ
Ｌ
の
正
し
い
取

り
扱
い
方
を
よ
り
一
層
、
国
民
に
周

知
徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
行
政
は
、
Ｃ
Ｌ
の
非
対
面
販
売
を

即
刻
中
止
さ
せ
、
Ｃ
Ｌ
使
用
者
の
眼

科
検
診
を
義
務
づ
け
る
措
置
が
必
要

と
考
え
る
。

眼
障
害
か
ら
失
明
の
危
険
も

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

非
対
面
販
売
の
即
刻
中
止
を

経口摂取していない要介護高齢者・児の
栄養支援に歯科は何ができるのか？
舘村  卓氏
１１月１３日（日）午前９時半から１２時半
ホテル金沢  ４階 エメラルド（定員１００人）
会員、会員医療機関のスタッフ、食育関連職種

無料

第８回

テーマ

講　師

と　き

ところ

対　象

参加費

大阪大学大学院歯学研究科
高次脳口腔機能学講座　准教授

石川県保険医協会食育プロジェクト主催

食育講演会石川県
保険医協会

　1961年「社会保障及び国民保健の向上に寄与する」（国保法第1条）ための制度と
して、国民健康法が実施されました。国民健康保険は、それまでの“相互扶助の制度”か
ら“憲法に基づき、国民の医療を受ける権利を保障する制度”に生まれ変わりました。
　今年は、その国民健康保険が実施されてから50周年になります。50年経過した現
在、国民の医療を受ける権利が十分に保障されているのでしょうか。
　これまでのあゆみを振り返り、いのちと医療の現状を見つめ、改めていのちと医療
を守る共同行動を広げていくために、国民皆保険50周年共同企画を実施します。

目
的

いのち・国民医療を守るリレートーク
（諸団体がそれぞれアピールする） 40分
「いのちの山河」上映
（1961年老人医療費無料化を実現した沢内村の物語） 2時間
と　き 11月6日（日） 午後1時～4時
ところ 石川県立音楽堂邦楽ホール（金沢駅前）
入場料 一般／1,000円  大学生／500円
主　催 国民皆保険50周年共同企画実行委員会

（実行委員長 西田直巳）
【実行委員会構成団体】石川県医療労働組合連合会、石川県健康友の会連絡会、
石川県社会保障推進協議会、石川県保険医協会、石川県民主医療機関連合会

連絡先 TEL 076-253-1458　FAX 076-253-1459
mail：kaigo@imir.jp

国民皆保険50周年共同企画国民皆保険50周年共同企画

と　き

ところ

全体会

分科会

「憲法が輝く社会をめざして」
１０月２日（日）
石川県社会福祉会館（金沢市本多町3-1-10）
記念講演／１０：００～１２：００　

生きがい、希望のもてる
社会をめざして
講師：湯浅　誠氏（反貧困ネットワーク事務局長）

第１分科会：「貧困克服のために～生きがい・希望のもてる社会めざして～」
第２分科会：「介護・障害・保育を制度横断的に考える」
講座：「社会保障の財源論」　講師：武田公子（金沢大学教授）
生活支援相談会：（弁護士・司法書士による生活なんでも相談）

＊資料代＝500円お願い致します。参加申し込みを上記の事務局までＦＡＸかメールで氏名・人数・連絡先
をお寄せください。
＊会場には駐車場がありません。公共交通機関でお越しください。

【主催団体】第６回社会保障学校実行委員会／石川県社会保障推進協議会／医療・福祉問題研究会／
　　　　　いしかわ自治体問題研究所／ＮＰＯ法人金沢あすなろ会／石川県保険医協会
【後援】石川県社会福祉士会ぱあとなあ石川
［連絡先］金沢市京町24-14　石川県社会保障推進協議会　ＴＥＬ 076-253-1636 　ＦＡＸ 076-253-1459
　　　　メール　kaigo@imir.jp

第６回石川県社会保障学校

講座／１３：００～１６：００　

歯科領域を中心に加速する再生医療
その抜去歯、捨てるのはもったいない！

講　　師

と　　き

歯科領域を中心に加速する再生医療
その抜去歯、捨てるのはもったいない！
・里村 一人氏 鶴見大学歯学部 教授 （口腔内科学（口腔外科学第二）講座）

・岩堀 禎廣氏 株式会社再生医療推進機構

１１月６日（日） 午前10時～12時半
と こ ろ ホテル金沢　４階　エメラルド

（金沢市堀川新町 1番1号）　TEL 076-223-1111
対　　象 会員、会員医療機関のスタッフ（定員 100人）

参 加 費 無料

石川県保険医協会　歯科学術講演会

石川県保険医協会　ＴＥＬ 076-222-5373　ＦＡＸ 076-231-5156

（申し込みが必要です）

テ
ー
マ

講　　師

と　　き

萌出障害の咬合誘導
野田　忠氏 新潟大学名誉教授

新潟リハビリテーション大学学長

石川県保険医協会　ＴＥＬ 076-222-5373　ＦＡＸ 076-231-5156

１0月16日（日） 午前10時～12時
と こ ろ 金沢都ホテル　7階　鳳凰の間

金沢市此花町6-10（JR金沢駅東広場正面）　TEL 076-261-2111

対　　象 会員、会員医療機関のスタッフ（定員 50人）
参 加 費 無料ですが申し込みが必要です。

石川県保険医協会　歯科学術講演会
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石川県の子どもの医療費の助成方法は1974年（昭和49年） 4 月に制度発
足以来、「償還払い」のままである。＜別表＞にあるように医療機関での
支払いが必要ない「現物給付」が全国36都府県で広がっている。医療機関
で支払うが、自治体に申請しなくても自動的に払い戻しされる「自動償還
払い」が 6 県、「償還払い」は石川県を含めて 5 県しかない。

石川県の助成対象は、通院は 3 歳児まで、入院は小学校就学前までであ
り、この範囲までは県と市町の共同事業で、それ以外は県下19市町の単独
事業で小学校卒業まで（入院19、通院15）、中学校卒業まで（入院15、通
院12）と年々拡充されている。

県議会厚生文教委員会で木村県健康福祉部長は、「子どもの医療費助成
制度は、県内各市町の助成制度が年々拡充しており、県と市町の行政全体

のサービスと考えれば他府県と比べても遜色ない」と答弁したが、その各
市町がさらに「現物給付」に改善しようとしたら、「県の責任部分の補助
金は打ち切る」という石川県乳幼児医療費助成事業補助金交付要綱がネッ
クになっている。

これまで羽咋市、金沢市、小松市、能美市、津幡町議会から「県補助金
要綱の改正を求める意見書」が採択されており、石川県保険医協会が県議
会に提出した「県補助金要綱の改正を求める請願」も 6 月定例会で全会一
致で採択された。今後は県議会 9 月定例会における子どもの医療費助成の
現物給付化をめぐる県執行部と県議会各派との論戦が大きな焦点になって
いる。

北信越各県での子どもの医療費助成制度一覧
2011年 4 月 1 日現在

県　名 助　成　方　法 所得制限 助　成　対　象
（都道府県分に限る） 受診者の自己負担 入院時食事療養費

標準負担額

新 潟 県 現物給付 0 歳以外は児童手
当法特例給付準用

通院： 2 歳児まで（＊1）

入院：小学校卒業まで

通院： 1 日530円（月 4 回限度）
入院： 1 日1,200円
訪問看護： 1 日250円

0 歳児減額認定者のみ助成
対象

富 山 県 0 歳：自己負担を除き現物給付
1 歳以上：自己負担を除き償還払い

児童手当法特例給
付準用

通院： 3 歳児まで
入院：小学校就学前まで

通院： 1 日530円
入院： 1 日1,200円 対象外

石 川 県 自己負担（月1,000円）を除き償還払い 児童手当法準用 通院： 3 歳児まで
入院：小学校就学前まで 月1,000円 対象外

福 井 県 自動償還払い なし 通院：小学校 3 年まで（＊2）

入院：小学校 3 年まで（＊2） なし（＊3） 助成対象

長 野 県 自動償還払い なし 通院：小学校未就学児
入院：小学校 3 年まで

通院・入院とも月500円（レセ
プト単位） 助成対象

全 国 47
都道府県

現 物 給 付：36都府県
償 還 払 い： 5 道府県
自動償還払い： 6 県

あり：35府県
なし：12都道府県

通院、入院とも小学校未就学ま
でが約 7 割あり、群馬、東京は
中学卒業まで助成している

あり：38道府県
なし： 9 都府県

助 成 対 象： 8 府県
助成対象外：39都道府県

（＊1）子どもが 3 人以上いる世帯には、全子小学校卒業まで通院医療費を助成している。
（＊2）子どもが 3 人以上いる世帯には、全子小学校卒業まで通院及び入院医療費を助成している。
（＊3）自己負担金について　⑴ 6 歳未満：なし、⑵ 6 歳以上：医療機関毎に通院：1 月500円（500円に満たないときはその額）、入院：1 日500円（ 1 カ月4,000円を限度）

となる。
< 助成方法 > 現 物 給 付 = 医療機関で支払いの必要なし。自己負担がある場合はその額だけ支払う。
  償 還 払 い = 医療機関で支払い、自治体に申請すれば、自己負担分を除き払い戻しが受けられる。
  自動償還払い = 医療機関で支払い、自治体に申請しなくても自己負担分を除き自動的に払い戻しされる。

子どもの医療費助成  現物給付化が
県議会９月定例会の大きな焦点に！

チャリティーゴルフ大会

■主催／石川県保険医協会　TEL（076）222̶5373

日  時 2011年10月10日
（月曜日・体育の日）

場  所 朱鷺の台カントリークラブ
時  間 午前８時30分スタート
参加費 会員4,000円（未入会員；5,000円）

ビジタープレー代 8,000円（各自、お支払いください）

※アクセスは、同クラブのホームページをご覧ください

（集合時間は7時45分）

2011年度

チャリティーゴルフ大会
ご案内ご案内

東日本大震災
チャリティーコンサート

出演者募集の
お知らせ

と　き

ところ

参加費

石川県保険医協会
TEL（076）222－5373　FAX（076）231－5156
Ｅ-ｍａｉｌ： iskw_nagaura@doc-net.or.jp

2011年11月20日（日）
午後２時～５時・・・第１部　チャリティーコンサート
午後６時～８時・・・第２部　懇親パーティー（ビュッフェ＆飲み放題）

第１部／チャリティーコンサート 
金沢市民芸術村ミュージック工房
第２部／懇親パーティー
れんが亭（金沢市民芸術村敷地内）

コンサート：無　料
懇親パーティー：5,000円

石 川 保 険 医 新 聞 2011年9月15日（毎月15日発行）（4）第473号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



先
回
の
記
事
に
お
い
て
「
費
用
対
効
果
や
Ｅ
Ｂ

Ｍ
に
関
し
て
は
特
に
異
論
は
な
い
が
、
た
だ
上
水

道
へ
の
フ
ッ
素
化
（
マ
マ
）
と
な
る
と
各
個
人
に

選
択
肢
が
な
く
な
る
の
で
賛
成
で
き
な
い
」
と
す

る
意
見
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

指
摘
は
、
公
衆
衛
生
そ
の
中
で
も
環
境
衛
生
に
関

わ
る
部
分
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
今
回
そ
の

点
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
「
個
人
の
選
択
」

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
的
な
特
性
は
、
日

常
生
活
の
中
で
無
意
識
に
そ
の
水
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
、

つ
ま
り
「
個
人
の
意
識
的
な
選
択
を
必
要
と
し
な

い
こ
と
」
が
利
益
を
増
大
さ
せ
る
条
件
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
よ
っ
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
住

民
の
賛
同
と
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
住
民
が
理

解
し
た
う
え
で
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
が
、
フ
ロ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
住
民
に
と
っ
て
専
門
的
な
事
項

で
あ
る
た
め
、
住
民
は
専
門
家
の
意
見
と
判
断
を

尊
重
し
た
い
傾
向
に
な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

地
域
ベ
ー
ス
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の
導
入
に
お
い

て
も
同
様
で
し
た
。

た
だ
、
一
般
住
民
の
中
に
ど
う
し
て
も
自
分
は

拒
否
し
た
い
と
い
う
人
々
が
い
た
場
合
は
、
そ
う

い
う
人
々
の
家
庭
に
限
っ
て
公
費
で
脱
フ
ッ
化

物
イ
オ
ン
の
浄
水
器
を
つ
け
る
こ
と
も
一
つ
の

方
策
で
す
。

た
だ
し
、
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
「
個
人
の
選

択
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
合
は
、
次
の
事
柄
を

確
認
す
べ
き
で
す
。

そ
れ
は
、
水
道
水
の
中
に
は
、
も
と
も
と
フ
ッ

化
物
イ
オ
ン
が
微
量
で
あ
っ
て
も
必
ず
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
取
り
立
て
て
新

奇
な
物
質
を
添
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
フ
ロ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
健
康
に
見
合
っ
た
フ
ッ
化
物

の
濃
度
調
整
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

ま
ず
、
水
道
水
中
に
フ
ッ
化
物
が
乏
し
い
場

合
、
フ
ッ
化
物
を
添
加
し
て
至
適
濃
度
に
ま
で
調

整
す
る
こ
と
に
よ
る
利
益
は
、
う
蝕
の
予
防
で

す
。
こ
の
と
き
他
の
影
響
と
し
て
は
、
審
美
的
に

は
問
題
の
な
い
軽
い
歯
の
フ
ッ
素
症
が
集
団
の

一
〇
〜
二
〇
％
に
生
ず
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
水
道
水
中
に
過
剰
の
フ
ッ
化
物
が
存

在
し
た
場
合
、
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

水
道
水
中
の
フ
ッ
化
物
濃
度
を
よ
り
低
い
レ
ベ

ル
に
維
持
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に

追
及
さ
れ
る
利
益
は
、
重
度
（
中
等
度
以
上
）
の

歯
の
フ
ッ
素
症
を
予
防
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
の

影
響
と
し
て
は
、
う
蝕
が
増
加
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
場
合
も
、
や
は
り
フ
ッ
化
物
濃
度
を
変
更
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
場
合
は
「
各

個
人
に
選
択
肢
が
な
い
」
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

フ
ッ
化
物
濃
度
低
減
の
実
例

実
際
の
例
と
し
て
、
宝
塚
市
で
は
、
水
道
水
中

フ
ッ
化
物
濃
度
を
低
減
す
る
と
い
う
選
択
を
し

ま
し
た
。

過
去
に
は
、
水
道
水
中
の
過
剰
な
フ
ッ
化
物
が

歯
の
フ
ッ
素
症
を
引
き
起
こ
し
た
と
し
て
社
会

的
な
問
題
と
な
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
宝
塚
市

は
そ
う
し
た
事
例
の
一
つ
で
す
。
同
市
は
、
地
質

中
に
フ
ッ
化
物
を
多
く
含
む
山
系
の
斜
面
に
位

置
し
て
お
り
、
過
去
に
、
そ
の
水
道
水
や
井
戸
水

の
中
に
自
然
の
状
態
で
、
日
本
の
水
道
法
の
基
準

値
〇
・
八

ppmF
を
は
る
か
に
超
え
る
フ
ッ
化
物
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
一
九
七
〇
年
代

の
初
め
こ
ろ
に
問
題
と
な
り
、
同
市
に
対
す
る
訴

訟
が
起
こ
り
、
過
去
の
過
剰
な
フ
ッ
化
物
に
よ
る

歯
の
フ
ッ
素
症
の
被
害
に
対
し
て
は
、
認
定
と
治

療
を
受
け
た
住
民
に
対
し
て
補
償
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
過
程
で
、「
宝
塚
市
に
お
け
る
給

水
中
の
暫
定
管
理
基
準
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
濃
度

は
、
〇
・
四
〜
〇
・
五
ppm
を
上
限
と
す
る
」
と
い
う

宝
塚
市
フ
ッ
素
問
題
調
査
委
員
会
の
最
終
答
申

（
一
九
七
四
年
）
が
出
さ
れ
、
同
市
で
は
こ
の
特

殊
な
基
準
に
基
づ
い
て
現
在
も
水
道
水
の
給
水

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
上
限
値
「
〇
・
四

〜
〇
・
五
ppm
」
は
、
水
道
法
に
違
反
す
る
値
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
至
適
濃
度
を
目
指
し
た
値
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
と
き
特
に
「
選
択
肢

が
な
く
な
る
」
と
い
う
意
見
は
出
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
当
時
う
蝕
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
歯
の
フ
ッ
素
症
に
対
す
る
社
会
的
な
関
心
が

大
き
い
あ
ま
り
に
、
フ
ッ
化
物
濃
度
の
低
減
に

よ
っ
て
う
蝕
が
増
加
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
考
慮
が
払
わ
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
フ
ッ
化
物
濃
度
の
変
更
に
つ
い

て
と
く
に
社
会
的
な
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の

は
、
フ
ッ
化
物
に
対
す
る
当
時
の
社
会
的
な
関
心

の
方
向
、
あ
る
い
は
情
報
の
受
け
取
り
方
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
ま
た
、
設
定
さ
れ

た
フ
ッ
化
物
濃
度
が
基
準
値
の
範
囲
に
含
ま
れ

て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

フ
ッ
化
物
添
加
に
よ
る
濃
度
調
整

こ
う
し
た
事
態
は
、
同
じ
く
フ
ッ
化
物
を
添
加

し
て
濃
度
を
調
整
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。
厚
生

労
働
省
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
に
「
自
治
体
か

ら
、水
道
水
質
基
準
（
〇
・
八m

g/l

）
内
で
の
フ
ッ

化
物
添
加
に
つ
い
て
技
術
支
援
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
水
道
事
業
者
、
水
道
利
用
者
、
地
元
歯
科
医

師
会
の
理
解
等
を
前
提
に
、
厚
生
科
学
研
究
の
成

果
を
活
用
す
る
等
に
よ
り
歯
科
保
健
行
政
の
一

環
と
し
て
応
じ
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
見
解
を
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
こ
ろ
、
沖
縄
県
の
久
米

島
の
一
部
（
当
時
の
具
志
川
村
）
で
は
、
フ
ロ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

背
景
と
し
て
は
、
現
地
の
歯
科
医
師
の
熱
意
あ
る

説
得
、
お
よ
び
地
域
ベ
ー
ス
の
フ
ッ
化
物
洗
口
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
が
地
域
の
住
民
に
周
知
の
こ

と
と
な
り
、
フ
ッ
化
物
応
用
に
関
す
る
理
解
が
深

ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
専
門
家
の
立
場

重
要
な
こ
と
は
、
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し

て
医
療
・
保
健
の
専
門
家
は
ど
う
い
う
立
場
に
立

つ
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

宝
塚
市
の
場
合
、
同
市
が
フ
ッ
化
物
濃
度
の
上

限
を
変
更
し
た
の
は
、
専
門
家
に
よ
る
委
員
会
の

答
申
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
結
果
で
す
。
専
門
家

に
と
っ
て
「
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
自

分
は
い
や
だ
」
と
い
う
立
場
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
は
根
拠
に
基
づ
い
た
説
明
と
判
断
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
専
門
家
個
人
の
嗜
好
性
の
ま
ま
に

保
健
政
策
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。

グ
リ
ー
ン
と
ク
ロ
イ
タ
ー
（
１
）
は
、
ヘ
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
関
連
し
た
モ
デ
ル
の
説
明
に

お
い
て
、「
政
策
」
と
は
「
組
織
や
行
政
の
活
動

の
方
向
づ
け
と
な
る
一
連
の
目
的
や
規
則
の
こ

と
を
い
う
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
保
健
政
策
に
お

け
る
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
ま
さ
に
政
策
決
定
の

プ
ロ
セ
ス
と
同
様
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
の
組
織
化
と
し
て
「
共
通
課
題
の

解
決
や
最
終
目
標
達
成
の
た
め
に
、
集
団
や
機
関

を
動
員
す
る
一
連
の
手
順
や
過
程
を
指
す
も
の
」

と
記
し
て
い
ま
す
。「
好
き
き
ら
い
」
に
止
ま
る

こ
と
な
く
、
健
康
教
育
、
情
報
の
提
供
、
健
康
あ

る
い
は
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
住
民
の
理
解
を
図
り
、
意
識

や
行
動
の
変
容
を
促
す
こ
と
が
専
門
家
の
任
務

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
反
対
運
動

そ
れ
に
し
て
も
、
効
果
と
安
全
性
が
明
ら
か
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
反
対
す
る
人
々
が

存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
個
人
の
選
択
」
が

そ
の
主
な
根
拠
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
局
所
応
用
で

あ
る
集
団
的
な
フ
ッ
化
物
洗
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
す
る
場
合
で
も
、
い
ま
だ
に
「
学
校
で
行
う

こ
と
は
強
制
で
あ
る
」
と
の
主
張
が
出
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
す
。
保
護
者
に
同
意
の
自
由
が
あ

る
手
段
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
主
張
が
出
て

く
る
の
で
す
か
ら
、
反
対
の
理
由
は
他
に
あ
る
の

だ
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
た
場
合
に「
う

蝕
が
減
る
と
困
る
こ
と
に
な
る
」
と
信
じ
て
い
る

人
が
い
る
、
あ
る
い
は
「
自
分
の
仕
事
が
増
え
る

と
面
倒
だ
」と
思
う
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
む
し
歯
は
む
し
歯
、
た
だ
そ
れ
だ
け

の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
が
あ
り
、
こ
れ
は

う
蝕
と
い
う
疾
患
を
非
常
に
軽
視
し
た
も
の
で

す
。
さ
ら
に
「
感
染
症
で
あ
っ
て
も
伝
染
病
で
は

な
い
疾
患
を
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
方

法
で
予
防
す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、

公
衆
衛
生
を
あ
え
て
狭
く
捉
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

文
献

（
１
）
ロ
ー
レ
ン
ス
Ｗ
・
グ
リ
ー
ン
ほ
か
：
ヘ
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、PRECED

E-PRO
CEED

モ
デ
ル
に
よ
る
活
動
の
展
開
、
医
学
書
院
、

一
九
九
七
年
、
東
京
．

30数年前、
フッ化物の虫歯予防効果を目の当たりに

副会長　平田　米里（野々市町・歯科）

これで、専門家と称される人が明確に区別する『水道
水フッ素化』と『フロリデーション』の差異がクリアに
なりましたね。

さて、今回『日本における、飲料水中のフッ化物濃度
とう蝕罹患率との関係に関する疫学調査』の論述が文章
量の関係で省かれましたが、私もその調査の一部に参加
したことを思い出しました。今から30数年前、福島県の

ある地域で宿泊し周辺の小学校で検診したところ、飲料
水中濃度が 1 ppm 程度で供給されている地区の小学校で
は、あの虫歯の洪水だった時代にもかかわらず、永久歯
ばかりか予防が困難とされていた乳歯までもが、ほとん
ど虫歯もなく綺麗に並んでいることに驚嘆したものです。

しかし、時はフッ化物に対する反対運動が盛んなころ
で、フロリデーションが時期尚早なら、せめて洗口法で
何とか普及を図りたいと意気込んでいたころでもありま
した。

八木先生には、次回、その洗口法に関するお話しをお
願いいたします。

歯
科
特
別
編
／
八
木

　稔（
そ
の
３
）
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村
山
は
な
さ
ん
（
仮
名
）
は
、

一
人
暮
ら
し
の
九
十
一
歳
の
女

性
で
す
。
全
身
の
し
び
れ
を
主

訴
に
長
ら
く
Ａ
病
院
に
通
院
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
で
移

動
動
作
が
困
難
に
な
り
、
訪
問

診
察
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
難
聴
が
あ
り
、
訪

問
し
て
会
話
す
る
と
き
は
布
団

に
寝
て
い
る
村
山
さ
ん
の
耳
元

に
、
こ
ち
ら
は
四
つ
這
い
に

な
っ
て
話
し
か
け
ま
す
。

初
回
訪
問
時
は
、
切
々
と
訴

え
る
し
び
れ
の
つ
ら
さ
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。
頭
の
先
か
ら
足

先
ま
で
の
し
び
れ
で
、
客
観
的

な
感
覚
障
害
が
な
く
、
無
論
運

動
障
害
も
な
く
身
体
表
現
性
障

害
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。「
焼

か
な
治
ら
ん
」
と
話
さ
れ
ま
す

が
、「
何
と
か
な
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
頑
張
り
ま
す
」
と
答

え
る
と
、
少
し
は
期
待
を
持
っ

た
目
で
見
返
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
独
居
の
高
齢
者
で
認

知
能
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合

は
、
保
険
証
の
確
認
も
な
か
な

か
困
難
で
あ
る
と
い
う
お
話
で

す
。保
団
連
が
出
し
て
い
る『
保

険
診
療
の
手
引
き
』
に
は
、「
受

診
の
都
度
、
す
く
な
く
と
も
初

診
日
及
び
各
月
の
始
め
の
診
療

日
に
は
被
保
険
者
証
を
確
認
す

る
の
が
望
ま
し
い
」
と
あ
り
ま

す
。
初
診
日
に
は
必
ず
見
せ
て

い
た
だ
き
、
デ
ジ
カ
メ
で
写
真

を
撮
り
ま
す
。
が
、
毎
月
と
な

る
と
少
し
怪
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
訪
問
診
察
時
に
は
案
内
と

し
て
、
毎
月
、
被
保
険
者
証
を

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
い
っ

て
い
る
関
係
で
、
月
初
め
に
家

族
の
方
が
き
ち
ん
と
被
保
険
者

証
を
呈
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
う
ち
曖

昧
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

た
だ
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

の
場
合
は
、
毎
年
七
月
三
十
一

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
の

で
、
そ
の
時
は
必
ず
確
認
し
ま

す
。
村
山
さ
ん
に
も
、「
保
険

証
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

例
の
ス
タ
イ
ル
で
話
す
と
、「
こ

こ
に
入
っ
て
い
る
は
ず
」
と
、

今
は
無
き
老
人
保
健
法
に
も
と

づ
く
健
康
手
帳
を
出
さ
れ
ま
し

た
。
開
い
て
み
て
も
該
当
の
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
村
山
さ

ん
、
こ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

名
刺
と
同
じ
大
き
さ
の
も
の
で

す
が
、
あ
り
ま
せ
ん
か
ね
」
と

聞
く
と
、
今
度
は
旧
い
バ
ッ
グ

を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
中
を
見

な
が
ら
村
山
さ
ん
は
こ
れ
で
も

な
い
、
あ
れ
で
も
な
い
と
い
ろ

ん
な
も
の
を
出
し
ま
す
が
、
結

局
、
被
保
険
者
証
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。
が
、
証
明
写
真
大
の

比
較
的
若
い
男
の
人
の
写
真
が

出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
方
は
誰

で
す
か
と
尋
ね
る
と
、「
お
父

さ
ん
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
言

い
ま
す
。
若
く
し
て
夫
を
亡
く

し
、
子
ど
も
を
育
て
て
き
た
人

生
が
垣
間
見
え
ま
す
。
そ
ん
な

感
慨
に
ふ
け
っ
て
い
て
も
被
保

険
者
証
は
出
て
き
ま
せ
ん
の

で
、村
山
さ
ん
に
了
解
の
も
と
、

と
な
り
の
部
屋
の
テ
ー
ブ
ル
や

棚
な
ど
を
あ
れ
こ
れ
探
し
ま
す

が
、な
か
な
か
出
て
き
ま
せ
ん
。

十
分
ほ
ど
探
し
て
、
そ
の
日
は

あ
き
ら
め
ま
し
た
。
二
週
間
後

に
訪
問
し
た
と
き
に
、「
被
保

険
者
証
は
見
つ
か
り
ま
し
た

か
」
と
聞
く
と
、「
こ
れ
で
し
ょ

う
」
と
、
ま
た
健
康
手
帳
を
出

さ
れ
ま
す
。出
て
き
た
ん
だ
な
、

や
れ
や
れ
と
思
っ
て
中
を
見
ま

す
と
前
回
と
同
じ
で
す
。
旧
知

の
ケ
ア
マ
ネ
に
連
絡
し
て
事
情

を
話
し
、
継
続
探
索
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

独
居
で
認
知
能
力
が
低
下
し

て
い
る
場
合
は
、
こ
う
い
っ
た

書
類
管
理
も
な
か
な
か
難
し
い

な
あ
と
感
じ
ま
す
。
九
十
歳
の

前
半
で
は
、
約
半
数
が
認
知
症

で
す
か
ら
、
村
山
さ
ん
の
よ
う

な
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
し
た
見
守
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
助
言
、
ち
ょ
っ
と
し
た

援
助
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
な
ん
だ

が
な
・
・
・
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
制
度
と
し
て
は
な
か
な
か

難
し
い
で
す
ね
。

講　師

ところ
対　象

ホテル金沢 4F エメラルド（100人規模）
ところ 2011年10月8日（土）午後6時～午後8時

小笠原 文雄氏

在宅医療、在宅ケアにかかわるすべての職種（参加費無料）
※お申し込みが必要です。

医療法人聖徳会小笠原内科院長、
日本在宅ホスピス協会会長

ここまでできる在宅医療ここまでできる在宅医療
石川県保険医協会　在宅医療講演会２０１１

～おひとりさまの在宅緩和ケアを可能にする
　　　　　　　　　　　トータルヘルスプランナー～

テーマ

●石川県保険医協会まで…
   ＴＥＬ （076）222－5373／ＦＡＸ （076）231－5156

新ゴEL
新ゴL
新ゴR
新ゴM
新ゴDB
新ゴB
新ゴH
新ゴU
ゴシックMB101L
ゴシックMB101R
ゴシックMB101M
ゴシックMB101DB
ゴシックMB101B
ゴシックMB101H
ゴシックMB101U
太ゴ
中ゴBBB
見出しゴ
太ミン
見出しミン
リュウミンL
リュウミンR
リュウミンM
リュウミンB
リュウミンEB
リュウミンH
リュウミンEH
リュウミンU

●●●●医師とコ・メディカルのための講演会２０１１●●●●

電話 ０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６

経口摂取実現の
ための実践的スキル 

テーマ

石川県保険医協会の人気シリーズ「医師とコ・メディカルのための講演会」、今年
は東名厚木病院 ( 神奈川県厚木市 ) 摂食嚥下療法部課長の小山珠美氏をお招きし
ます。
摂食・嚥下リハの実施にはチーム医療が不可欠で、医師、看護師、理学療法士、作
業療法士、言語聴覚士、栄養士など、患者さんにかかわるす
べてのスタッフが常に情報を共有する必要があります。
外来・在宅・施設の現場で、医師とコ・メディカルが共
有できる貴重な勉強の場になることを確信して、皆さまのご
参加をお待ちしております。
すべての医療職・介護職の皆さまに、参加をおすすめし

ます。

講　師 東名厚木病院 看護師 小山 珠美氏　
日　時 ２０１１年9月25日（日）　午後１時～３時
場　所 金沢都ホテル ５階「加賀の間」

※金沢駅東口正面（076-261-2111）

定　員 １００人（定員に達し次第、締め切らせていただきます）
参加費 5００円（会場受付にて徴収させていただきます）

申し込み
下記を明記して保険医協会までＦＡＸまたはE-mail で

こ　　 やま　　　たま　　み

主催／石川県保険医協会

たくさんの参加をお待ちします

医療機関・施設・勤務先名、申し込み代表者氏名、
参加人数、電話番号、職種を記載してください

●●●●医師とコ・メディカルのための講演会ｉｎ能登●●●●

保険医協会と能登北部医師会との共催企画

※お申し込みは、石川県保険医協会まで
　電話 ０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６

傷の正しい治し方テーマ

創傷治療の３原則に基づく驚異の創傷治療
～褥瘡のラップ療法～

　今回の講師は、昨年も大好評であった「褥瘡のラップ
療法」で有名な、東鷲宮病院副院長で褥瘡・創傷ケア
センター長の水原章浩先生にご足労いただけることに
なりました。在宅医療において、必要不可欠な新しい
創傷・褥瘡についての知識を吸収いただければ
幸いです。どうぞ、多数のご参加をお待ちして
おります。

講　師 医療法人三和会東鷲宮病院 水原 章浩先生

日　時 ２０１１年１０月３０日（日）　午前１０時～正午
場　所 輪島市文化会館 3階「大会議室」
定　員 １００人（定員に達し次第、締め切らせていただきます）

※ＦＡＸまたは電話にて石川県保険医協会まで、お申し込みください。

参加費 無 料
対　象 医師およびコ・メディカル

※受講者には「生涯教育受講証」を発行します

ひがしわしのみやびょういん
みず     はら　　 あき　   ひろ

主催／石川県保険医協会・能登北部医師会

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド・そ
の
47

大
川

　義
弘（
金
沢
市・内
科
）

在宅
医療
在宅
医療

69

リレー・エッセーリレー・エッセー

保
険
証
は
ど
こ
？

つ
い
で
に
出
て
き
た
夫
の
写
真
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災
害
被
災
者
支
援
と
災
害
対

策
改
善
を
求
め
る
石
川
県
連
絡

会
（
以
下
、
石
川
災
対
連
）
が

呼
び
か
け
た
東
日
本
大
震
災
被

災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
八
月
二
十
五
日
〜
二
十
八
日
）

に
参
加
し
た
。
石
川
県
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
は
、

五
十
代
、
六
十
代
の
男
性
五
人

と
ア
ラ
フ
ォ
ー
の
女
性
一
人

で
、
二
十
五
日
夜
十
時
に
県
労

連
事
務
所
を
出
発
。
十
人
乗
り

の
レ
ン
タ
カ
ー
を
交
代
で
運
転

し
な
が
ら
三
つ
の
高
速
道
路

（
北
陸
、
磐
越
、
東
北
）
を
北

上
し
、
二
十
六
日
朝
六
時
に
宮

城
県
石
巻
市
に
到
着
し
た
。
石

巻
は
、
宮
城
県
で
最
も
多
く
の

被
害
（
死
者
、
行
方
不
明
、
全

壊
・
流
出
家
屋
）
が
出
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
現
地
共
同
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
集
合
時
間
が
午
前

八
時
の
た
め
、
石
巻
漁
港
周
辺

の
被
災
状
況
を
見
て
お
く
こ
と

に
し
た
。

三
月
十
一
日
の
大
震
災
か
ら

半
年
近
く
経
っ
た
が
、
石
巻
市

内
で
は
信
号
機
が
故
障
し
た
ま

ま
の
交
差
点
で
警
察
官
が
終

日
、交
通
整
理
を
行
っ
て
い
た
。

大
津
波
に
襲
わ
れ
た
石
巻
漁
港

周
辺
の
商
店
街
は
軒
並
み
閉

鎖
、シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
な
り
、

数
多
く
の
水
産
加
工
場
も
ほ
ぼ

壊
滅
状
態
で
あ
っ
た
。
湾
岸
に

あ
る
石
巻
市
立
病
院
は
爆
撃
を

受
け
た
よ
う
な
残
骸
の
ま
ま
閉

鎖
、
日
和
山
公
園
近
く
に
あ
る

住
宅
団
地
は
消
滅
し
、
中
学
校

や
小
学
校
は
閉
校
、
大
き
な
墓

地
の
墓
石
も
大
量
の
ガ
レ
キ
と

一
緒
に
折
り
重
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
石
巻
漁
港
が
再
開
し
、

威
勢
良
く
せ
り
が
行
わ
れ
て
お

り
、
復
旧
の
兆
し
を
実
感
で
き

た
。そ

の
後
、
現
地
共
同
支
援
セ

ン
タ
ー
に
集
合
し
て
知
ら
さ
れ

た
の
は
、
先
に
下
見
し
て
き
た

五
百
以
上
も
墓
石
の
あ
る
西
光

寺
墓
地
の
ガ
レ
キ
撤
去
、
後
片

づ
け
が
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
で
あ
っ
た
。

現
地
の
リ
ー
ダ
ー
の
説
明
に

よ
る
と
、
日
和
山
公
園
か
ら
石

巻
湾
岸
ま
で
三
千
世
帯
の
住
宅

が
あ
っ
た
が
津
波
の
被
害
で

残
っ
た
住
宅
は
数
十
世
帯
の
み

で
、
行
方
不
明
者
も
千
人
に
及

ぶ
と
い
う
。
そ
の
大
量
の
流
失

家
屋
や
車
両
等
々
が
門
脇
小
学

校
や
西
光
寺
墓
地
に
流
さ
れ
て

き
た
。
津
波
が
き
た
と
き
、
子

ど
も
た
ち
は
日
和
山
公
園
に
避

難
し
て
助
か
っ
た
が
、
流
出
し

た
車
両
の
ガ
ソ
リ
ン
に
引
火
・

爆
発
に
よ
り
、
門
脇
小
学
校
は

全
焼
と
な
り
、
爆
撃
を
受
け
た

よ
う
な
惨
状
で
あ
る
。
津
波
に

よ
り
墓
地
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
押
し
寄
せ
た
た
め
、

倒
れ
た
墓
石
の
下
に
は
ガ
レ
キ

と
し
て
堆
積
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
墓
地
の
ガ
レ
キ
処
理
で
三

人
の
ご
遺
体
も
発
見
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
ガ
ラ
ス
で
怪
我
し
た

と
か
、
釘
を
踏
み
抜
い
て
病
院

送
り
に
な
っ
た
人
も
い
る
と
の

注
意
も
あ
り
、
参
加
者
の
緊
張

が
高
ま
っ
た
。

墓
地
の
ガ
レ
キ
撤
去
に
集

ま
っ
て
き
た
の
は
、
私
た
ち
全

国
災
対
連
（
三
十
人
）、
ピ
ー

ス
ボ
ー
ト
災
害
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
八
十
人
）、
三
菱
商

事
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
四
十
人
）、
共
産
党
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
三
十
人
）、
専
門

の
解
体
・
運
送
業
者
な
ど
総
勢

二
百
人
が
炎
天
下
に
汗
を
流
し

た
。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
や
共
産
党

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
二
十

代
、
三
十
代
の
青
年
た
ち
が
中

心
で
あ
り
、
被
災
地
の
た
め
に

何
か
役
立
ち
た
い
と
の
思
い

で
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加

し
た
経
験
は
き
っ
と
未
来
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
た
い
。

ガ
レ
キ
撤
去
の
主
な
活
動
は

ガ
ラ
ス
や
木
の
破
片
、
流
出
ゴ

ミ
を
土
の
う
袋
に
詰
め
る
作
業

で
あ
る
。
一
キ
ロ
先
に
あ
る
日

本
製
紙
石
巻
工
場
も
津
波
で
工

場
敷
地
内
は
壊
滅
状
態
と
な

り
、
大
量
の
パ
ル
プ
原
料
が
ヘ

ド
ロ
と
混
ざ
り
合
っ
て
流
出
ゴ

ミ
と
な
り
、
墓
地
ま
で
流
れ
着

き
、
特
有
の
に
お
い
が
漂
っ
て

い
る
。

ガ
レ
キ
処
理
で
私
が
見
つ
け

た
生
活
用
品
は
、
衣
類
、
茶
碗
、

年
賀
状
、
印
鑑
セ
ッ
ト
、
写
真
、

「
大
地
の
子
」「
山
口
百
恵
」
Ｖ

Ｈ
Ｓ
テ
ー
プ
、
た
く
さ
ん
の
Ｃ

Ｄ
等
々
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
主
は
い
ま
ど
う
過
ご
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
想
像
を
め

ぐ
ら
せ
な
が
ら
作
業
を
進
め

た
。倒

れ
た
ま
ま
の
墓
石
の
傍

に
、
お
盆
に
お
参
り
に
見
え
た

ご
家
族
で
あ
ろ
う
か
、
枯
れ
た

お
供
え
花
と
火
を
付
け
た
気
配

の
あ
る
線
香
が
横
た
え
ら
れ
て

い
た
。
墓
石
に
氏
名
と
連
絡
先

を
書
い
た
貼
り
紙
を
付
け
た
も

の
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
数
は
極

め
て
少
な
い
。
墓
石
は
二
百
キ

ロ
前
後
あ
る
の
で
、
素
人
で
は

動
か
せ
な
い
が
、
墓
石
の
周
辺

の
小
さ
な
ガ
レ
キ
、
流
出
ゴ
ミ

も
ほ
と
ん
ど
片
付
け
ら
れ
て
い

な
い
の
が
気
に
な
っ
た
。
大
震

災
か
ら
半
年
近
く
に
な
る
が
、

八
月
の
お
盆
に
ど
れ
だ
け
の
家

族
が
お
参
り
に
み
え
た
の
か
、

被
災
後
の
生
活
が
大
変
で
お
墓

参
り
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
か
、

そ
れ
と
も
大
津
波
で
無
縁
仏
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
・
・
・
。

い
ろ
ん
な
思
い
が
交
錯
し
な
が

ら
の
墓
地
の
ガ
レ
キ
撤
去
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
。

被
災
地
で
は
地
盤
沈
下
に
よ

る
浸
水
箇
所
も
あ
り
、
再
び
大

津
波
が
襲
う
可
能
性
も
高
い
こ

と
か
ら
住
宅
再
建
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
、一
向
に
復
旧
・

復
興
の
動
き
が
見
え
な
い
。
住

民
の
住
ま
い
、
生
活
再
建
を
基

本
と
し
た
復
興
に
は
相
当
長
期

間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
い
と
い
う
。
私
も
機
会
が

あ
れ
ば
引
き
続
き
参
加
し
て
い

き
た
い
。

墓石のガレキ撤去を終えた石川災対連の参加者（右から3番目が筆者）
後景にあるのは津波による火災で全焼した門脇小学校

レ
ン
タ
カ
ー
で

石
巻
市
に
入
っ
て

被
災
地
は
ま
る
で

爆
撃
跡
の
よ
う
に

遺
品
の
持
ち
主
に

思
い
を
め
ぐ
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

再
度
訪
れ
た
い

生活設計をサポート！

保険医年金のおすすめ
2011年度の加入・増口の受付  9月1日から開始 ！

お問い合わせは、
石川県保険医協会まで  Tel：076-222-5373 Fax：076-231-5156

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。
■お申込み期間：9月1日から10月25日まで
■ご 加 入 日：2012年1月1日
■予 定 利 率：1．258％
　　　　　　　　　 （2011年9月1日現在の予定利率で、将来変動することがあります）
■加 入 資 格：新規は満74歳、増口は79歳までの石川県保険医協会の会員
　　　　　　　　※保険医年金の満期は満80歳の誕生日直後の9月1日です。

○急な出費にも1口単位で解約できます  ○払込が困難な時には掛金中断も可能です
○年金受給時には
　①10年定額、②15年定額、③15年逓増、④20年逓増年金から選択、または一括受取
○万一の時にはご遺族に全額給付

40歳で月払10口（10万円）加入、70歳から10年定額で受給した場合
受給額：月々約  37万円、年間約442万円

　保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつくられた医師・歯科医師を対象とする積立型の年金
制度（拠出型企業年金保険）です。1968年発足以来40年以上の実績があり、現在では加入者約5万6千人、積
立金額1兆1千億円を超え、わが国有数のスケールに発展しています。
　この制度では年金制度でもっとも大事な点である加入者の年金給付を守ることを重視し、これまでに年金
受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。

月　払１口１万円（３０口まで）
一時払１口５０万円1回につき４０口まで

（　　　　）

※普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談くださいますようお願いします。
※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレット等をご請求ください。

自在性が魅力です！

ご加入例

半
年
が
経
過
し
た
今
な
お
、

　 復
興
に
至
ら
な
い
石
巻
で

半
年
が
経
過
し
た
今
な
お
、

　 復
旧
に
至
ら
な
い
石
巻
で

東
日
本
大
震
災・石
川
災
対
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
告

東
日
本
大
震
災・石
川
災
対
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
告

事
務
局

　神
田
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【第6回】
キューバの医療制度（プライマリーケア、ポリクリニコ）

斉藤典才医師の
さい  とう  のり  とし

斉藤　典才（金沢市・外科）

12回シリーズ 原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

ポ
リ
ク
リ
ニ
コ
（
地
区
診
療

所
）
は
、
キ
ュ
ー
バ
医
療
制
度

の
中
で
要
の
よ
う
な
存
在
で

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
よ

り
も
、
よ
り
専
門
的
な
診
断
・

治
療
を
担
う
医
療
機
関
で
、
統

合
内
科
医
以
外
に
も
小
児
科
、

産
婦
人
科
、
精
神
科
、
歯
科
な

ど
の
各
専
門
家
を
擁
し
、
地
域

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
と
の

密
な
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
院
機
能
は
な
く
、
入
院
が
必

要
な
患
者
が
い
れ
ば
、
州
の
関

連
し
た
病
院
へ
紹
介
し
ま
す
。

診
療
は
二
十
四
時
間
三
百
六
十

五
日
行
わ
れ
、
地
域
の
救
急
患

者
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
訪
れ
た
ポ
リ
ク
リ
ニ
コ

は
、
キ
ュ
ー
バ
で
最
も
大
き
い

ポ
リ
ク
リ
ニ
コ
だ
そ
う
で
、
カ

バ
ー
し
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド

ク
タ
ー
は
二
十
六
人
、
市
民
は

二
万
六
千
人
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
医
師
も
七
十
人
（
統
合
内
科

医
、
小
児
科
医
、
産
婦
人
科
医
、

歯
科
医
、
公
衆
衛
生
）、
看
護

師
は
七
十
三
人
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
事
務
員
す
べ
て
併

せ
た
職
員
数
は
三
百
四
十
人
と

巨
大
診
療
所
で
す
。

対
応
し
て
い
た
だ
い
た
所
長

は
、
ビ
ク
ト
リ
ア
・
マ
ヌ
エ
ル

さ
ん
と
い
う
女
性
医
師
で
、
非

常
に
陽
気
な
方
で
す
。
救
急
室

に
は
ベ
ッ
ド
は
四
床
あ
り
、
う

ち
一
つ
は
感
染
症
用
の
ベ
ッ
ド

で
、
デ
ン
グ
熱
な
ど
の
患
者
が

来
た
際
に
使
用
す
る
そ
う
で
す

が
、
お
世
辞
に
も
隔
離
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
薬
品

棚
に
目
を
移
す
と
、
そ
の
品
数

の
少
な
さ
に
キ
ュ
ー
バ
医
療
の

現
状
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
検
査
機
器
で
は
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
装
置
、
エ
コ
ー
ま
で
は

あ
る
よ
う
で
す
が
、
Ｃ
Ｔ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
経
済
状
態
の
悪
い

キ
ュ
ー
バ
で
す
か
ら
、
検
査
機

器
や
医
薬
品
の
充
実
が
追
い
付

い
て
い
な
い
の
と
、
国
民
も
あ

ま
り
点
滴
や
薬
に
頼
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

歯
科
治
療
室
に
は
三
〜
四
台

の
ベ
ッ
ド
が
あ
り
、
大
変
清
潔

な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
医
科
治

療
だ
け
で
な
く
歯
科
治
療
も
無

料
な
の
で
す
が
、
キ
ュ
ー
バ
国

民
を
見
て
い
る
と
み
な
歯
が
き

れ
い
な
印
象
で
し
た
。
そ
こ
で

歯
科
医
師
に
そ
の
原
因
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
子

ど
も
た
ち
全
員
を
健
診
し
、
歯

並
び
が
悪
け
れ
ば
矯
正
を
勧
め

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
嫌
が
り

ま
す
が
、
親
が
勧
め
る
の
で
、

た
い
て
い
は
受
け
る
そ
う
で
す

が
、
矯
正
歯
科
も
無
料
だ
そ
う

で
す
。
同
行
し
た
団
長
で
あ
る

歯
科
医
師
か
ら
聞
い
た
の
で
す

が
、
日
本
で
矯
正
を
受
け
る
と

百
万
円
は
か
か
る
そ
う
で
す
。

ま
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
も
無
料
で

す
。
こ
う
し
た
分
野
も
キ
ュ
ー

バ
国
民
の
平
均
寿
命
の
伸
び
に

貢
献
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ポ
リ
ク
リ
ニ
コ

は
医
大
生
の
重
要
な
実
習
の
場

で
あ
り
、
休
ん
で
い
る
学
生
が

和
や
か
に
手
を
振
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
の
ポ
リ
ク
リ
ニ
コ
は
、
州

の
小
児
科
病
院
と
外
科
産
婦
人

科
病
院
と
連
携
し
て
お
り
、
患

者
の
検
査
結
果
は
、
す
べ
て
こ

の
ポ
リ
ク
リ
ニ
コ
に
集
中
し
て

い
て
、
統
計
部
門
で
統
合
・
管

理
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
投
薬

に
つ
い
て
で
す
が
、
救
急
で
臨

時
に
処
方
す
る
薬
は
無
料
。
慢

性
疾
患
の
患
者
で
は
処
方
箋
を

出
し
て
、
近
く
の
薬
局
で
購
入

し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
そ
れ
も

非
常
に
安
い
そ
う
で
す
。
看
護

師
は
七
十
三
人
と
一
見
多
そ
う

に
見
え
ま
す
が
、
患
者
指
導
に

忙
し
く
、
よ
り
専
門
性
を
高
め

る
た
め
に
、
勉
強
し
て
修
士
を

と
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
か

ら
、
看
護
師
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
極
め
て
高
い
よ
う
で
す
。

囲 碁

（解答は２面にあります） （解答は２面にあります）

持
駒

　銀

黒先　7分で1、2級以上
〈ヒント〉 一手目が白の眼形を奪う
 好手です。 

〈ヒント〉 飛車の守りに注意する。
 10分で2級

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

初級編 初級編

金 香桂
玉

歩

角飛

飛
歩

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え２面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独6 2 1
3 6 5
4 3 7
3 □ 1

6 3 2
1 6

6 □ 3 8
2 4 3
5 1 4

今
年
の
夏
の
気
候
は
、
変
化
が
急
で
し
た
。
七
月
上
旬
に

梅
雨
が
明
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
急
に
暑
い
夏
に
な
り
、
熱

中
症
の
方
が
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
七
月
十
八
日
、
海
の
日
に

台
風
が
来
て
、
戻
り
梅
雨
の
よ
う
な
日
々
が
来
ま
し
た
。
八

月
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ま
た
、
暑
く
な
り
猛
暑
日
、
熱
帯
夜
、

熱
中
症
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
お
盆
が
済
ん
で
か
ら
は
、

急
に
秋
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
記
憶
に
残
っ
た
こ
と
、
良
き
出
逢
い
に
つ
い
て

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
も
白
山
に
登
り
、
室
堂
で
白
山
診
療
班
員
と
し
て
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
読
売
新
聞
の
記
者
が
関
心

を
示
し
て
く
れ
、
同
行
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
彼
は
熱
心
な

こ
と
に
三
回
も
登
っ
て
丁
寧
に
取
材
し
、
そ
の
結
果
は
、
白

山
診
療
班
の
夏
と
い
う
題
で
、
四
日
間
に
わ
た
る
素
敵
な
記

事
に
な
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
を
使
え
る
方
は
、
ヨ
ミ
ウ
リ
オ

ン
ラ
イ
ン
で
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご

照
覧
く
だ
さ
い
。

『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
報
』
が
届
き
ま
し

た
。
代
表
の
中
村
哲

医
師
の
文
章
に
、「
人

は
人
の
た
め
に
働
い

て
支
え
合
い
、
人
の

た
め
に
死
ぬ
。
そ
こ

に
生
じ
る
喜
怒
哀
楽

に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
、
結
局
は
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
」
と
あ

り
ま
す
。
混
沌
と
し
た
世
界
の
中
で
も
、
最
も
混
沌
と
し
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
地
で
、
働
い
て
お
ら
れ
る
方
の
言
葉
に

は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

二
年
間
、
石
川
で
仕
事
を
さ
れ
、
転
勤
さ
れ
る
方
を
囲
ん

で
、
楽
し
い
美
味
し
い
宴
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
私
の
仕
事
は
、
石
川
と
石
川
の
人
を
愛
す
る
こ
と
、
職

場
と
職
員
を
愛
す
る
こ
と
。
そ
う
思
っ
て
石
川
に
参
り
ま
し

た
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
、
出
逢
い
と
つ
な

が
り
を
大
切
に
さ
れ
、
良
い
仕
事
を
し
、
さ
わ
や
か
な
風
の

よ
う
に
去
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

会員リレーエッセー　　◆◆145◆◆

夏
の
思
い
出

帯
刀
　
裕
之
（
小
松
市
・
内
科
）
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